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令和２
年度

決算
認定6262億円の使い道億円の使い道

主な事業について町民に聞いてみました

陽陽
ひひ

だまり交流館だまり交流館

児童館・世代間交流拠点

旧東幼稚園舎旧東幼稚園舎

2,033万円

きれいになったし、きれいになったし、
コーヒーがおいしいコーヒーがおいしい

関関
せきぐちせきぐち

口口 
はつはつ

江江
ええ

さんさん（萱野）（萱野）

おもちゃがおもちゃが
増えてうれしい増えてうれしい

勉強に集中できるし勉強に集中できるし
遊びやすい遊びやすい

駐車場が近くなった駐車場が近くなった

秋秋
あきやまあきやま

山山 俊俊
たかしたかし

さんさん（下中森）（下中森）

学校と近くなって学校と近くなって
安心です安心です

横横
よこづかよこづか

塚塚 真真
まま

実実
みみ

さんさん（上五箇）（上五箇）

地域の人に地域の人に
愛される施設にしたい愛される施設にしたい

森森
もりもり

 茂茂
しげしげ

人人
ひとひと

館長館長 兵兵
ひょうどうひょうどう

頭頭 里里
りり

音音
のの

ちゃんちゃん（下中森）（下中森）

横横
よこづかよこづか

塚塚 蓮蓮
れれ

音音
おんおん

くんくん（上五箇）（上五箇）

集会室が体操をする集会室が体操をする
のに使いやすいのに使いやすい
体操の日　会長体操の日　会長

岩岩
いわはしいわはし

橋橋 逸逸
いついつ

男男
おお

さんさん（赤岩）（赤岩）

使い勝手が良くなって使い勝手が良くなって
週に１回は来ている週に１回は来ている
ぴよこ隊　会長ぴよこ隊　会長

鈴鈴
すずすず

木木
きき

 香香
かおかお

里里
りり

さんさん（上五箇）（上五箇）

鈴鈴
すずすず

木木
きき

 大大
だいだい

貴貴
きき

くんくん（上五箇）（上五箇）

明るくきれいになった明るくきれいになった
トイレがもう少しあるトイレがもう少しある
と良いと良い

月月
つきつき

岡岡
おかおか

 任任
たかたか

子子
ここ

さんさん（舞木）（舞木）

　

陽
だ
ま
り
交
流
館
は
旧
東

幼
稚
園
舎
を
児
童
館
お
よ
び

世
代
間
交
流
拠
点
に
し
た
も

の
で
す
。

　

施
設
名
は
公
募
に
よ
り
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
名
前
に
は

太
陽
の
光
が
降
り
注
ぎ
、
暖

か
い
場
所
に
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
、ほ
っ
こ
り
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
よ
う
に
、と
願

い
を
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
子
ど
も
と
の

共
有
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

集会室

子育て支援ルーム

陽
だ
ま
り
交
流
館

楽し
い人？ は～

い

世代間交流スペース
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協協
きょうき ょ う

働働
ど うど う

のまちづくり推進事業のまちづくり推進事業
－赤岩商店街の歴史看板の設置－－赤岩商店街の歴史看板の設置－

公園公園整備事業整備事業

決みんなでつくる豊かで元気なまちづくり

3,333万円

※協働のまちづくり事業全体

107万円

小小
ここ

林林
ばやしばやし

 博博
ひろひろ

史史
しし

さんさん
（赤岩）（赤岩）

諸諸
もろもろ

我我
がが

 擴擴
ひろひろ

慶慶
よしよし

さんさん
（赤岩）（赤岩）

小小
おお

澤澤
ざわざわ

 武武
たけしたけし

さんさん
（赤岩）（赤岩） 福福

ふくふく

田田
だだ

 英英
ひでひで

世世
よよ

さんさん
（赤岩）（赤岩）

椎椎
しいしい

名名
なな

 信信
しんしん

一一
いちいち

郎郎
ろうろう

さんさん（赤岩）（赤岩）

近くに公園が近くに公園が
出来てよかった出来てよかった

佐佐
ささ

藤藤
とうとう

 蘭蘭
らんらん

華華
かか

ちゃんちゃん（舞木）（舞木）

木陰が欲しい木陰が欲しい

竹竹
たけたけ

林林
ばやしばやし

 文文
ふみふみ

江江
ええ

さんさん（舞木）（舞木）

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

は
、町
民
と
行
政
で
連
携
し
、

様
々
な
事
業
を
生
み
出
し
て

行
き
、
住
み
良
い
活
気
あ
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
も

の
で
９
団
体
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
「
赤
岩
宿
と
赤
岩
河
岸
の

調
査
の
会
」
の
皆
さ
ん
は
こ

の
事
業
を
活
用
し
、
昭
和
30

年
代
か
ら
50
年
代
ま
で
の
赤

岩
宿
の
街
並
み
を
記
し
た
看

板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

楢
原
公
園
は
、
複
合
遊
具
等
を
設
置
し
、
多
世
代
が

集
え
る
公
園
と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
用
の
か
ま
ど
ベ
ン
チ
と
太
陽
光
発
電
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
設
置
さ
れ
、
災
害
時
の
活
躍
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

赤岩宿の歴史を次世代に引き継ぎたいです赤岩宿の歴史を次世代に引き継ぎたいです

楢
なら

原
はら

公園
（舞木土地区画整理地内）
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問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
が
伸
び
て
い
る
が
返
礼

品
の
発
送
な
ど
対
応
は
大

丈
夫
か
。

答

令
和
２
年
度
は
県
内

６
位
で
し
た
。
発
送
等
に

関
し
て
は
各
企
業
が
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
ま

す
。自

宅
に
眠
っ
て

い
る
車
両
は
あ

り
ま
せ
ん
か

問

軽
自
動
車
税
を
滞
納

さ
れ
て
い
る
方
へ
の
対
応

は
。

答

何
年
も
滞
納
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
現
地
調
査

等
を
行
い
必
要
に
応
じ
た

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

個
所
は
。

答

木
崎
地
内
の
通
学
路

と
17
区
地
内
で
不
審
車
両

が
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
た
の

で
、
犯
罪
へ
の
抑
止
力
の

強
化
の
為
に
２
台
設
置
し

ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

好
評
で
し
た

問

千
代
田
町
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
の
利
用
実
績

は
。

答

商
品
券
の
使
用
期
限

は
令
和
３
年
４
月
末
で
、

５
月
末
時
点
で
お
店
か
ら

の
換
金
率
は
99
．35
％
に

な
り
、
非
常
に
多
く
の
利

用
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

遊
休
農
地
が

１
％
未
満

問

農
業
委
員
の
能
力
報

酬
は
。

答

令
和
２
年
度
は
、
農

地
面
積
に
対
す
る
遊
休
農

地
の
割
合
が
１
％
未
満
に

な
っ
た
成
果
に
対
し
て
の

国
か
ら
の
報
酬
で
す
。

環
境
に
や
さ
し

い
下
水
道
整
備

を
進
め
る

問

対
象
区
域
の
85
．

４
％
の
下
水
道
工
事
が
完

了
し
残
り
は
20

だ
か
、

令
和
８
年
度
ま
で
に
計
画

的
に
完
了
す
る
の
か
。

答

計
画
予
定
表
の
中
で

令
和
８
年
度
ま
で
に
完
了

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

審査年月日：令和３年９月13日㈪、14日㈫
審 査 会 場：全員協議会室
委 員 構 成：12名全議員
　　　　　　委 員 長　大谷　純一
　　　　　　副委員長　酒巻　広明

主

な

質

疑

令和２年度決算審査特別委員会

ふ
る
さ
と
納
税

受
け
入
れ
実
績

が
県
内
６
位

過去最高額の決算を徹底審議！の決算を徹底審議！
新型コロナ感染症対策事業などを追加し新型コロナ感染症対策事業などを追加し 110以上の質疑

審議時間
740分

犯
罪
へ
の
抑
止
力
強
化

犯罪への抑止力が期待される防犯カメラ
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令和２年度決算に関しては

広報ちよだ10月号もご覧ください

さらに詳しく

問

不
燃
ご
み
処
理
委
託

料
を
増
額
し
た
が
。

答

家
庭
か
ら
出
る
資
源

物
の
回
収
量
が
増
え
、
選

別
す
る
作
業
に
か
か
る
費

用
が
増
額
し
た
た
め
で

す
。

問

ち
よ
だ
ス
マ
イ
ル
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
交
換
件
数

０
０
本
、
令
和
４
年
度
は

１
０
０
本
の
予
定
で
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

が
５
件
と
減
っ
て
い
る
が
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
対
象
事

業
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
資
源
物
は
重
さ
で

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る

た
め
軽
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
な
ど
は
大
量
に
出
さ

な
い
と
ポ
イ
ン
ト
が
溜
ま

ら
な
い
か
ら
で
す
。

病
気
の

早
期
治
療
を

問

町
の
集
団
健
診
の
受

診
状
況
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
と
実
施
時
期
の

変
更
に
よ
り
減
少
し
ま
し

た
。
個
別
健
診
な
ど
も
あ

る
の
で
健
康
診
断
を
受
診

し
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

自
分
ら
し
く

生
き
る

問

が
ん
患
者
ウ
ィ
ッ
グ

等
購
入
費
助
成
の
申
請
状

況
は
。

答

令
和
２
年
12
月
か
ら

実
施
し
た
事
業
で
こ
れ
ま

で
に
２
名
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。

健
康
増
進
へ
の

取
組
み
と
意
識

の
向
上

問

介
護
予
防
へ
の
取
組

み
は
。

答

65
歳
以
上
の
方
に
対

し
て
各
種
介
護
予
防
事
業

や
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
に
な
ら
な
い
よ

う
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
案
内
し
て
い
ま

す
。マ

イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
が
取
得

の
後
押
し

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
す
る
方
が
増
え

て
い
る
が
。

答

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
も
あ
り
申
請
者
が
増
え

ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
が
令
和
３
年
12
月

末
ま
で
延
長
す
る
の
で
、

今
後
も
Ｐ
Ｒ
し
て
取
得
促

進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。暑

い
日
は

涼
し
い
場
所
で

＊
Ｐ
３
特
集
記
事

問

楢
原
公
園
の
災
害
機

能
と
暑
さ
対
策
は
。

答

か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
１

台
と
太
陽
光
発
電
で
電
源

が
い
ら
な
い
照
明
灯
を
３

基
整
備
し
ま
し
た
。
日
陰

が
少
な
い
の
で
暑
い
日
は
、

冷
房
の
き
い
た
涼
し
い
部

屋
で
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。地

場
産
の
野
菜
を

18
．
28
％
使
用

問

学
校
給
食
に
お
け
る

自
給
率
は
。

答

令
和
２
年
度
は
、
地

場
産
の
野
菜
を
18
．28
％

使
用
し
ま
し
た
。

問

東
部
運
動
公
園
ロ
ー

ラ
ー
滑
り
台
補
修
工
事

は
。

答

ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
の

ロ
ー
ラ
ー
5
０
０
本
を
す

べ
て
３
か
年
計
画
で
入
れ

替
え
ま
す
。
令
和
２
年
度

は
２
０
０
本
入
れ
替
え
ま

し
た
。
令
和
３
年
度
も
２

ロ
ー
ラ
ー
５
０
０
本
を

３
か
年
計
画
で
交
換

指定の容器に分別される資源物

ローラー交換が進む滑り台

ポ
イ
ン
ト
事
業

伸
び
悩
む

ご
み
分
別
の
推

進
が
図
ら
れ
た
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問

入
浴
施
設
を
使
用
す

る
方
と
し
な
い
方
の
対
応

は
。

答

使
用
す
る
方
に
は
ゴ

ム
バ
ン
ド
な
ど
を
身
に
つ

け
て
も
ら
い
、わ
か
る
よ
う

に
対
応
す
る
予
定
で
す
。

問

購
入
す
る
交
通
指
導

車
の
車
種
は
。

答

火
災
や
風
水
害
、
雪

害
な
ど
の
災
害
時
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
Ｓ
Ｕ
Ｖ
系

の
４
Ｗ
Ｄ
車
を
１
台
購
入

し
ま
す
。

12
月
１
日
オ
ー
プ
ン

に
向
け
工
事
は
順
調

問

千
代
田
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
増
改

修
工
事
費
の
追
加
内
容
は
。

答

既
存
ア
ル
ミ
建
具
や

の
取
替
え
、
ワ
ク
チ
ン

を
保
管
で
き
る
よ
う
に
超

低
温
冷
蔵
庫
電
源
の
工
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

障
が
い
者
の

就
労
改
善

問

障
が
い
者
自
立
支
援

事
業
に
お
い
て
訓
練
等
給

付
事
業
扶
助
費
が
増
額
に

な
っ
た
が
。

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

利
用
日
数
が
増
え
た
こ
と

と
、
基
本
報
酬
が
増
額
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。

問

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
を
追
加
す
る
が
。

答

申
請
者
が
今
後
も
増

え
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
10
件
分
２
０
０
万

円
を
追
加
し
ま
す
。

問

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
目
標
金
額
が

達
成
で
き
な
か
っ
た
ら
ど

う
す
る
の
か
。

答

目
標
金
額
が
達
成
で

き
る
よ
う
に
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
商
工
会

等
関
係
機
関
に
も
協
力
の

お
願
い
を
し
ま
す
。

町
制
40
周
年
に
向
け

て
事
業
が
ス
タ
ー
ト

問

ど
ん
な
町
制
40
周
年

要
覧
を
作
成
す
る
の
か
。

答

町
の
商
工
業
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
魅
力
を
ま
と

め
て
、
町
の
あ
ゆ
み
を

今
年
度
中
に
作
成
し
ま

す
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
ま
す

問

東
部
運
動
公
園
の

備
品
購
入
費
は
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
常
時
活
用
す

る
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
備
品
を
収
納
す

る
た
め
の
物
置
を
購
入
し

ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

入
浴
施
設
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

災
害
時
で
も
使
用
可

能
な
車
を
購
入

令和３年
９月定例会
９
８

９
17

（10日間）
 本　会　議 
８日　一般質問
９日・17日

議案審議他
 委　員　会 

10日　総務産業
　　　文教民生
13日・14日

決算審査
（特別委員会）

　

令
和
３
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
８
日
か
ら
17
日
ま

で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、

令
和
２
年
度
決
算
の
認
定
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

等
上
程
さ
れ
、
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。（
Ｐ
４
〜
５
に
、

質
疑
内
容
を
一
部
掲
載
）
ま
た
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に

立
ち
、
町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

ふ
る
さ
と
納
税
や
地
方
交
付
税
な
ど

５
億
６
，７
３
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
52
億
７
，９
４
８
万
円
に
。

そ
の
他
の

議
案
関
係

千
代
田
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

リニューアルした大浴場

本町初のクラウドファンディング企画

町内イベント開催時に使用して
いるコミュニティセンター

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
が
増
加

成
功
に
向
け

職
員
一
丸
と

な
っ
て
Ｐ
Ｒ
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問

初
め
か
ら
予
算
額
を

３
億
８
千
万
円
に
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

答

改
修
工
事
を
進
め
る

中
で
追
加
工
事
が
発
生
し

補
正
予
算
を
２
回
行
い
ま

し
た
。

　

議
員
活
動
と
家
庭
生
活

と
の
両
立
支
援
策
を
は
じ

め
、
男
女
の
議
員
が
、
活

動
し
や
す
い
環
境
整
備
の

一
環
と
し
て
、出
産
、育
児
、

介
護
な
ど
議
員
と
し
て
活

動
す
る
に
当
た
っ
て
の
諸

要
因
に
配
慮
す
る
た
め
、

議
会
へ
の
欠
席
理
由
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
出
産

に
つ
い
て
は
、
母
性
保
護

の
観
点
か
ら
、
産
前
・
産

後
の
欠
席
期
間
を
規
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
議
会
へ
の
請
願
手

続
き
に
つ
い
て
、
押
印
の

義
務
付
け
を
見
直
し
、
署

名
又
は
記
名
押
印
に
改
め

る
た
め
千
代
田
町
議
会
・

会
議
規
則
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
質
疑

総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
予
算
さ
ら
に
増
額

「
産
休
」
を
明
文
化

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

千
代
田
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

千代田町総合保健福祉センター
改修増築工事契約金額

【当初】３億4,100万円（税込）
＊増額3,880万８千円（税込）⇒

【変更後】３億7,980万８千円（税込）

発
議

監
査
報
告

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算

関
係
諸
帳
簿
、
証
書
類
は

整
備
さ
れ
て
お
り
、
計
数

的
に
も
正
確
で
あ
り
ま
し

た
。

　

基
金
の
運
用
も
含
め
総

体
的
に
、
ほ
ぼ
健
全
な
行

財
政
運
営
が
な
さ
れ
、
予

算
も
効
率
よ
く
執
行
し
、

行
政
目
的
が
達
成
さ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
税
の
収
入
未
済
額
は
、

前
年
度
よ
り
減
少
し
、
滞

納
整
理
の
取
組
み
結
果
と

評
価
い
た
し
ま
す
。今
後
も
、

住
民
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
、
収
入
未
済

額
全
般
の
圧
縮
に
向
け
た

取
組
み
を
望
み
ま
す
。

　

時
代
に
即
し
た
事
務
事

業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
行
う
と
と

も
に
、
新
た
な
財
源
を
積

極
的
に
確
保
し
、
適
正
な

規
模
で
の
財
政
運
営
が
行

わ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

住
民
福
祉
の
増
進
と
魅

力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

よ
り
一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
審
査
意
見
と

い
た
し
ま
す
。

　
　

千
代
田
町
監
査
委
員

白
石　

正
躬

川
田　

延
明

（
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
）

町長へ要望書を提出しました！

総務産業常任委員会の要望事項
⑴災害時に避難所となる公園のトイレ整備や装備
品を拡充すること。
⑵河川水位監視カメラの画像を住民が閲覧できる
ようにすること。
⑶公共施設におけるWi-Fi環境を整備すること。
⑷コロナ禍のなか倒産防止のため企業および個人
事業者へ継続的な支援をすること。

文教民生常任委員会の要望事項
⑴子育て世代へ支援すること。
（自転車用ヘルメット購入補助、出産・子育て
に対して支援補助の拡充）
⑵小・中学校体育館に空調（冷房）設備を設置す
ること。

両常任委員会の共通要望事項
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行う
ための予算措置を講じること。

議長・副議長・両常任委員長より町長へ10月13日提出
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「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書の提出について」の発議が
議会運営委員会委員長より提出され、全議員の賛成
により可決されました。

関係行政庁に
意見書を提出

意見書の
提  出

審議議案と議員の賛否（第３回定例会）
上程された議案・概要・結果

金
子　

浩
二

橋
本　

博
之

原
口　
　

剛

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

髙
橋　

祐
二

小
林　

正
明

柿
沼　

己

議決結果
（賛成：反対）

条例制定（P.６）
◇千代田町総合保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の制定
【総合保健福祉センターの設置・管理に関し必要な事項を定める条例を新規に制
定するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町地域活動支援センターの設置及び管理に関する条例の制定
【地域活動支援センターの設置・管理に関し必要な事項を定める条例を新規に制
定するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例改正
◇千代田町手数料徴収条例の一部を改正する条例
【個人番号カードの再交付手数料を条例から削除するもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

補正予算（P.６）
◇令和３年度千代田町一般会計補正予算（第４号）
【各種基金の積み立て及び障害者自立支援事業や総合保健福祉センター改修増築
工事などに５億6,739万円の追加を行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和３年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
【国民健康保険基金への積み立てなどに4,167万円の追加を行うもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和３年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第１号）
【介護給付費準備基金への積み立て及び一般会計への繰り出しに7,164万円の追
加を行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和３年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
【公共ますの設置工事費などに896万円の追加を行うもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

令和２年度　決算（P.２～５）
◇令和２年度千代田町一般会計歳入歳出決算
【歳入総額68億3,252万円、歳出総額62億6,161万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

◇令和２年度千代田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
【歳入総額12億3,332万円、歳出総額11億8,444万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

◇令和２年度千代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
【歳入総額１億3,199万円、歳出総額１億2,920万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

◇令和２年度千代田町介護保険特別会計歳入歳出決算
【歳入総額10億4,129万円、歳出総額９億6,926万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

◇令和２年度千代田町下水道事業特別会計歳入歳出決算
【歳入総額２億5,403万円、歳出総額２億4,604万円】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（11:0）

発　議（P.７）
◇千代田町議会会議規則の一部を改正する規則
【議員活動と家庭生活との両立支援策及び議会請願手続きの押印見直し等の改正
を行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の
提出
【地方財政の充実のため国に対し地方財政対策及び地方税制改正に向けた意見書
の提出】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

工事変更契約の締結（P.７）
◇工事請負契約の変更について
【総合保健福祉センタ―改修工事に係る変更契約】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）
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６議員が登壇６議員が登壇

森　　雅哉 議員 P.10

①  都市計画道路及び延伸部の予定と周辺
の安全対策について

②  喫煙者を減らす取組みについて

橋本　和之 議員 P.12

①  第六次総合計画の重点施策について

原口　　剛 議員 P.14

① 厨
ちゅう

芥
かい

類
るい

（生ごみ）の削減について
② 新規就農推進の取組みについて

酒巻　広明 議員 P.11

①  安全・安心のまちづくりについて

大谷　純一 議員 P.13

①  町民・企業に対してのコロナ対策と今
後の有効な支援について

②  中学校校舎の建て替えと小中一貫校の
考えは

大澤　成樹 議員 P.15

①  災害対策について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（千代田町は答弁も含め40分以内で
す。）その中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または、質疑をすることです。議会だよりは、その内容を要約して報告します。
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た
ば
こ
の
悪
影
響
に
対
し

て
正
し
い
知
識
を
深
め
、

共
に
意
識
改
革
を
図
る
こ

と
が
大
事
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

啓
発
活
動
な
ど
、
皆
さ

ん
と
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

役場周辺の安全対策は

森　雅哉議員
M O R I  M A S A Y A

【 総務課長 】推進していきます

問　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
か

ら
現
在
の
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
道
は
自
転
車
や
歩

行
者
に
対
し
て
危
険
な
の

で
歩
道
を
整
備
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

建
設
環
境
課
長

　

安
全
対
策
と
し
て
財
政

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

町
役
場
周
辺
に
は
小

学
校
や
中
学
校
が
あ
り
、

今
度
は
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

周
辺
の
危
険
を
伴
う
道
路

へ
の
安
全
対
策
は
。

総
務
課
長　

今
後
、通
過

車
両
の
増
加
に
よ
り
危
険

が
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、警
察
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
交
通
安
全
対
策
の

推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
は
。

町
長　

た
ば
こ
代
で
禁
煙

治
療
を
十
分
賄
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
、
今
は
禁

煙
外
来
に
お
け
る
助
成
制

度
を
設
け
る
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

た
ば
こ
を
や
め
る
宣

言
を
し
て
、
１
年
後
に
表

彰
す
る
と
い
う
取
組
み

は
。

町
長　

今
現
在
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
禁
煙
を
目
指

す
取
組
み
は
周
囲
の
人
な

ど
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

問　

喫
煙
に
つ
い
て
町
の

施
設
は
問
題
点
は
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

法
令
に
基
づ
く
対
応
を

行
っ
て
い
て
、
受
動
喫
煙

及
び
喫
煙
に
関
し
て
特
に

問
題
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

禁
煙
外
来
の
受
診
者

に
助
成
金
を
出
す
な
ど
サ

禁
煙
外
来
へ
の
助
成
金
は

【
町
長
】　 

今
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

喫煙マナーを守りましょう

つぶやき

保健センターの移転後
も、引き続き安全対策
を。
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街灯の整備は

【 総務課長 】設置の方法や場所を検討します

問　

自
転
車
が
通
行
す
る

路
面
標
示
の
整
備
状
況

は
。

総
務
課
長　

県
道
で
は
、

上
中
森
信
号
交
差
点
か
ら

北
へ
向
か
っ
て
、
鞍
掛
工

業
団
地
の
信
号
交
差
点
ま

で
の
東
側
歩
道
に
、
町
道

で
は
、
主
に
利
根
川
沿
い

を
中
心
と
し
た
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
及
び
利
根
加

用
水
脇
の
自
転
車
歩
行
者

用
道
路
に
路
面
標
示
が
あ

り
ま
す
。

問　

今
後
、
路
面
標
示
の

整
備
を
行
う
予
定
は
。

総
務
課
長　

館
林
土
木
事

務
所
管
内
で
は
、
令
和
11

年
度
ま
で
に
17
．９
㎞
の

整
備
を
計
画
し
て
い
て
順

次
施
工
し
ま
す
。
本
町
で

も
、
国
・
県
及
び
町
の
関

係
部
署
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
整
備
の
検
討
を
し

ま
す
。

問　

片
側
だ
け
道
路
標
示

を
整
備
す
る
と
逆
に
危
険

で
は
。

総
務
課
長　

で
き
る
限
り

分
か
り
や
す
い
路
面
標
示

に
努
め
、
安
全
と
円
滑
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

問　

利
根
川
の
土
手
の
通

行
に
関
し
て
国
土
交
通
省

か
ら
指
導
等
が
あ
る
の

か
。

総
務
課
長　

特
に
指
導
は

な
い
が
国
土
交
通
省
と
確

認
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

今
後
、
安
全
対
策
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　

千
葉
県
八
街
市
の
事

故
を
踏
ま
え
て
通
学
路
の

安
全
確
認
は
。

教
育
長　

学
校
職
員
や
保

護
者
か
ら
改
善
要
望
が
14

か
所
あ
り
、
こ
の
報
告
を

も
と
に
町
・
学
校
・
警
察

署
に
よ
る
通
学
路
点
検
を

行
い
ま
し
た
。

問　

通
学
路
の
指
導
は
。

教
育
長　

自
転
車
は
左
側

通
行
、
並
列
走
行
を
し
な

い
こ
と
。
歩
行
者
は
道
路

の
右
側
や
路
側
帯
を
歩
く

こ
と
、
登
下
校
時
は
１
列

で
歩
く
こ
と
な
ど
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

問　

都
市
計
画
道
路
（
赤

岩
・
新
福
寺
線
）
沿
い
に

街
灯
（
防
犯
灯
）
を
整
備

し
て
い
く
考
え
は
。

総
務
課
長　

今
後
、
都
市

計
画
道
路
の
延
伸
に
よ
っ

て
車
両
や
人
の
通
行
が
多

く
見
込
ま
れ
る
の
で
、
安

心
し
て
歩
道
を
利
用
で
き

る
よ
う
設
置
の
方
法
や
場

所
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

酒巻 広明議員
SAKAMAKI  H IROAKI

太陽光発電で電源が要らない照明灯（楢原公園）

つぶやき

防犯灯の設置や通学路
の整備は重要！
太陽光や風力の自然エ
ネルギーを活用しエコ
社会への取組みも。
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地元企業へ工業団地の割当てを

橋本 和之議員
HASHIMOTO KAZUYUKI

問　

新
規
就
農
者
数
や
農

業
法
人
化
数
を
増
や
す
施

策
に
お
い
て
、
造
園
関
連

業
者
の
方
に
経
営
の
多
角

化
と
し
て
果
樹
な
ど
の
観

光
農
園
を
含
め
農
業
へ
の

取
組
み
を
促
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

町
長　

造
園
業
者
に
限
ら

ず
観
光
農
園
な
ど
を
志
す

方
に
は
、
ち
よ
の
会
、
認

定
農
業
者
、
農
業
委
員

会
、
緑
化
組
合
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
、
館
林
農
業

指
導
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

問　

地
元
企
業
の
規
模
拡

大
の
貢
献
策
と
し
て
新
規

工
業
団
地
に
割
当
て
地
を

設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

地
区
計
画
制
度
に

よ
っ
て
進
出
企
業
の
最
低

制
限
面
積
が
３
，０
０
０

㎡
に
設
定
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
要
件
を
満
た
す
企
業

と
な
り
ま
す
。
地
元
近
隣

企
業
に
は
情
報

交
換
を
行
い
、

進
出
意
向
を
把

握
し
区
画
設
定

を
総
合
的
に
計

画
し
て
い
き
ま

す
。

問　

少
子
化
対

策
で
出
生
数
を

増
や
す
取
組
み

は
あ
る
程
度
出

揃
っ
て
い
る
。
少
し
見
方

を
変
え
て
、
子
ど
も
や
若

者
世
代
の
死
亡
者
数
を
減

ら
す
施
策
に
重
点
を
移
す

と
効
果
が
出
る
と
思
う
が

考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

子
ど
も
や
若
者
世

代
の
死
亡
者
数
を
減
ら
す

取
組
み
は
有
効
で
と
て
も

大
事
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
主
な
死
因
と
し
て
不

慮
の
事
故
、
が
ん
、
自
殺

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

問　

日
本
の
平
均
年
齢
は

年
々
上
が
っ
て
来
て
い
る

の
で
、
広
域
連
携
を
図
り

な
が
ら
中
高
年
向
け
の
観

光
や
イ
ベ
ン
ト
が
有
効
だ

と
思
う
が
考
え
は
あ
る

か
。

町
長　

本
町
の
観
光
振
興

を
考
え
る
上
で
、
利
根
川

と
広
域
連
携
は
非
常
に
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

捉
え
て
い
ま
す
。
川
を
ポ

イ
ン
ト
に
視
察
を
数
回
行

い
ま
し
た
の
で
、
早
い
時

期
に
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。

【 町長 】総合的に計画していきます

町の最上位計画である第六次総合計画

つぶやき

ターゲットを絞った重
点施策を展開すること
で、第六次総合計画の
実現性を高めてもらい
たい。
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住
民
・
企
業
に
対
す
る
支
援
は

【
産
業
観
光
課
長
】

 

地
域
経
済
・
町
内
事
業
者
を
守
り
ま
す

小中一貫校の考えは

【 教育長 】学校全体の在り方の検討が必要です

大谷 純一議員
O Y A  J U N I C H I

問　

中
学
校
建
て
替
え
の

た
め
の
基
金
の
積
立
状
況

は
。

教
育
長　

中
学
校
校
舎
は

建
築
後
50
年
以
上
が
経
過

し
て
い
て
、
平
成
29
年
度

に
千
代
田
町
義
務
教
育
施

設
改
築
基
金
条
例
を
制
定

し
、
毎
年
５
，０
０
０
万

円
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
基
金
総

額
は
約
２
億
５
，

０
０
０
万
円
と
な

り
、
現
時
点
で
の

目
標
積
立
額
を
充

足
す
る
予
定
で

す
。

問　

小
中
一
貫
校

の
考
え
は
。
ま
た

統
合
し
た
場
合
の

児
童
・
生
徒
の
通

学
の
利
便
性
は
。

教
育
長　

基
金
に
つ
い
て

は
中
学
校
の
建
て
替
え
を

念
頭
に
置
い
て
制
定
し
た

も
の
で
す
が
、
少
子
化
の

進
行
に
伴
い
中
学
校
校
舎

の
建
て
替
え
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
小
中
一

貫
校
へ
の
移
行
や
小
学
校

の
統
廃
合
、
町
内
小
中
学

校
全
体
の
在
り
方
を
含
め

た
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
調
査
研

究
を
行
い
、
通
学
の
利
便

性
も
含
め
て
検
討
協
議
し
、

具
体
的
な
対
応
を
進
め
た

い
で
す
。

問　

町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対

策
支
援
は
何
に
主
眼
を
置

い
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長

　

１
次
補
正
で
は
住
民
生

活
へ
の
支
援
（
休
校
な
ど

に
よ
る
家
計
負
担
増
や
失

業
に
よ
る
収
入
減
へ
の
支

援
策
な
ど
）・
事
業
者
へ

の
支
援
（
資
金
繰
り
の
負

担
軽
減
や
飲
食
店
の
利
用

促
進
な
ど
）・
感
染
拡
大

へ
の
対
応
（
マ
ス
ク
な
ど

の
購
入
や
医
療
従
事
者
へ

の
応
援
な
ど
）
に
主
眼
を

置
き
、
２
次
補
正
で
は
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

（
小
中
学
生
に
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
意
）

や
公
共
施
設
の
自
動
水
栓

化
や
網
戸
を
設
置
し
た
り

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
で

小
売
店
・
飲
食
店
の
活
性

化
を
図
り
ま
し
た
。

問　

今
後
、
住
民
・
企
業

に
対
す
る
支
援
は
何
が
必

要
か
。

産
業
観
光
課
長

　

国
・
県
・
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
地
域
経

済
・
町
内
事
業
者
を
守
る

た
め
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

老朽化が進む中学校２階廊下天井つぶやき

大きな予算を必要とす
る中学校舎建て替え問
題ですが、雨漏りしな
い校舎が早く出来れ
ば！
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「
生
ご
み
は
入
っ
て
い
ま

せ
ん
」
と
表
記
さ
れ
た
ご

み
袋
の
配
布
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
担
い
手
を
増
や
す
に
は

【
産
業
観
光
課
長
】

 

新
規
就
農
者
の
確
保
、育
成
が
重
要
で
す

リサイクル施設の建設予定は

問　

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

建
設
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
は
。

建
設
環
境
課
長

　

令
和
４
年
度

末
を
目
安
に
、

東
西
１
か
所
ず

つ
開
設
で
き
る

よ
う
手
続
き
を

進
め
て
い
ま

す
。

問　

町
指
定
有

料
ご
み
袋
導
入

時
に
「
生
ご
み

は
入
っ
て
い
ま

せ
ん
」
等
の
別

の
ご
み
袋
を
導

入
す
る
考
え

は
。

町
長　

町
指
定
有
料
ご
み

袋
は
、
大
泉
町
、
邑
楽
町
、

本
町
で
導
入
に
つ
い
て

の
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

問　

新
た
な
担
い
手
を
増

や
す
に
あ
た
り
、
現
状
と

今
後
の
課
題
は
。

産
業
観
光
課
長

　

親
元
で
の
就
農
者
が
多

く
、
非
農
家
か
ら
の
就
農

者
は
少
な
い
で
す
。
意
欲

あ
る
優
れ
た
人
材
確
保
、

育
成
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

新
規
就
農
者
や
就
農
希
望

者
の
支
援
策
と
し
て
、
町

や
県
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

問　

農
地
中
間
管
理

事
業
で
の
集
積
、
集

約
化
の
実
績
は
。

産
業
観
光
課
長　

　

農
地
中
間
管
理
事

業
の
集
積
、
集
約
化

は
令
和
２
年
度
末
の

累
計
実
績
が
１
０

９
．６

で
す
。
引

続
き
県
や
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
な
が
ら
農
地
の

集
積
、
集
約
化
に
努

め
ま
す
。

原口　剛議員
HARAGUCHI TAKESHI

【 建設環境課長 】東西１か所ずつ開設予定です

つぶやき

農地中間管理事業内容（町HPから引用）

明和町の資源ごみ分別風景

リサイクル率向上が燃
えるごみ排出削減への
第一歩。
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協定締結件数は

問　

利
根
川
両
岸
相
互
応

援
協
定
を
平
成
31
年
２
月

に
３
市
３
町
、
３
月
に
１

市
２
町
で
協
定
を
結
ん
で

い
る
が
平
時
か
ら
の
情
報

共
有
体
制
は
。

総
務
課
長　

群
馬
県
の
３

町
と
は
、
各
町
の
取
組
み

内
容
な
ど
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

埼
玉
県
の
自
治
体
と
は
必

要
に
応
じ
て
防
災
情
報
の

確
認
を
行
う
な
ど
情
報
共

有
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　

災
害
時
の
応
援
等
に

係
る
協
定
締
結
件
数
は
。

総
務
課
長　

全
体
で
45
件

で
す
。
内
訳
は
、
飲
料
食

料
関
連
４
件
、
救
援
物
資

関
連
３
件
、
車
両
関
連
３

件
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
２

件
、
避
難
所
等
施
設
利
用

協
定
３
件
、
災
害
応
急
関

連
21
件
、
動
物
愛
護
関
連

１
件
、
情
報
発
信
関
連
３

件
、
そ
の
他
５
件
で
す
。

問　

災
害
協
定
を
締
結
し

て
い
る
民
間
企
業
・
団
体

と
の
平
時
の
連
携
・
取
組

み
は
。

総
務
課
長　

担
当
者
異
動

時
は
、
速
や
か
に
報
告
を

行
い
有
事
の
際
、
対
応
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

次
に
取
組
み
で
は
、
防

災
訓
練
の
一
環
と
し
て
、

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
千
代
田

店
と
本
町
避
難
所
対
応
職

員
に
よ
り
現
地
を
確
認
し

詳
細
な
打
合
せ
を
行
い
ま

し
た
。

問　

今
後
の
協
定
締
結
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

町
長　

災
害
発
生
時
に
は

燃
料
の
確
保
や
停
電
に
備

え
、
発
電
機
等
の
各
種
資

機
材
も
必
要
と
見
込
ま
れ

ま
す
。リ
ー
ス
事
業
者
等
、

必
要
な
物
資
を
扱
う
事
業

者
と
も
災
害
協
定
締
結
に

向
け
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

使
い
協
定
締
結
を
町
民
に

情
報
発
信
し
て
は
。

町
長　

町
民
の
安
全
安
心

の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
一

覧
表
と
し
て
見
ら
れ
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

【 総務課長 】45件です

大澤 成樹議員
O S A W A  N A R U K I

３市３町利根川両岸相互応援協定（平成31年２月締結）

つぶやき

防災協定一覧表

災害時に迅速な応急対
応が行えるよう民間企
業・団体・他の行政機
関等との災害応援協定、
今後も強化・推進を。
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　令和元年10月、台風19号により、新谷田川放水
路二ノ堰付近で水害（家屋浸水や道路冠水）が発生
し、多大な被害が発生しました。その後、応急処置
対策を現地にて確認しました。
　新谷田川放水路最下流部において、利根川の水位
が高い時には、ポンプ２基での強制排水を行ってい
ます。休泊川排水機場は平成元年６月完成で、経年
劣化したポンプ設備の機能を回復するため、令和元
年からポンプ１基の設備修繕工事が始まり令和２年
度に完了し、残り１基については、令和３～４年度
に実施予定と、利根川上流河川事務所より説明を受
けました。

　雨水対策事例として「雨水貯留・雨水浸透施設の
設置」「水田の雨水貯留機能の強化事業」等の紹介
もあり参考になりました。
　「国土交通省・川の防災情報」を観ると新谷田川
放水路ニノ堰付近の水位及びライブ映像が確認でき、
今後の防災活動に期待します。

原口 剛　記

町内河川の水害対策を確認

総務産業常任委員会
令和３年10月５日実施
場所：新谷田川放水路・休泊川排水機場
　　　町内主要河川

内水氾濫を起こさな
いためにも、河川は
広域改修が必要。

大谷

流域治水（国、県、町、
住民）対策の重要性
を再認識。

原口

水害から安全を守る。
利水・治水の大切さ
を認識した。

小林

内水氾濫を防ぐ・減
らすための対策！
待ったなし。

大澤

治水対策は、流域全
体でハード・ソフト
一体で考えましょう。

金子

氾濫を防ぎ、減らす
為の対策を県や国か
ら聞けて良かった。

柿沼

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

応急対策された遮水壁

雨水浸透施設
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　歴史や文化財は、自分が住む地域への関心や郷土
愛を持つきっかけとなり、とても大切と考えます。
また、町外に向けて本町の歴史や文化を発信するこ
とで本町の魅力を知ってもらい、本町へ訪れるきっ
かけとなるとても貴重な役割を担っています。
　今回は、国・県・町の重要文化財や登録有形文化
財として登録されている文化財や古墳群の現状など
を見学し、説明看板やリーフレットなども確認しま
した。

　今後も、地域に残る貴重な歴史や文化財を社会教
育や学校教育の学習活動等で活用するとともに、地
域の観光資源としても活用していくことの重要性を
感じました。
　そして、本町の魅力ある文化財を後世に残し伝え
ることはとても大切で、引き続き文化財の調査・研
究、保護活動に努めてもらいたいです。
 酒巻 広明　記

地域に残る歴史や貴重な文化財を確認

視察レポート
文教民生常任委員会

令和３年10月５日実施
場所： 光恩寺・長良神社・宝生寺・東光寺
　　　富士原古墳群・西ノ原古墳群・寶林寺

歴史や文化財は町の
宝！調査研究・文化
財保護も重要。

酒巻

歴史ある文化財を伝
え残していく難しさ
を感じました。

橋本博之

千代田の歴史を次世
代へ確実に継承して
いきたい。

髙橋

文化財は先人の思い
を新たにし保護の大
切さを感じます。

川田

貴重な文化財を見て
歴史的な背景も勉強
出来ました。

森

魅力的な文化財が沢
山ある。どの様に来
町に繋げるか。

 橋本和之

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

江戸時代から鳴り響く寶林寺の梵鐘樹齢500年を超える宝生寺のイヌマキ
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課
開催日：令和３年９月10日開催日：令和３年９月10日

大谷 純一（委員長）
原口　 剛（副委員長）
小林 正明
大澤 成樹
金子 浩二

　

女
優
・
タ
レ
ン
ト
の
岸
明

日
香
さ
ん
が
本
町
の
選
り
す

ぐ
り
の
場
所
を
コ
メ
デ
ィ
ー

タ
ッ
チ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
の

配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
。
町

内
の
お
馴
染
み
の
場
所
が
登

場
し
ま
す
。
是
非
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
千
代
田
町
で

検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

て
扱
え
る
よ
う
な
も
の
を
製

造
す
る
企
業
を
誘
致
す
る
の

も
１
つ
の
考
え
か
と
思
い
ま

す
。執

行
部
本
社
が
所
在
す
る

自
治
体
以
外
に
１
回
あ
た
り

10
万
円
以
上
寄
附
す
る
も
の

で
、
寄
附
額
の
最
大
約
９
割

の
軽
減
効
果
を
活
用
し
な
が

ら
実
質
負
担
１
割
で
地
域
創

生
を
応
援
で
き
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
本
年
度
は
『
陽
だ
ま

り
交
流
館
』
に
５
０
０
万
円

を
目
標
に
募
集
し
て
い
ま

す
。議

員
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
受
け
ら
れ
易
い
よ
う

に
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
し
た
ら

ど
う
か
。

執
行
部
様
々
な
事
業
の
中

か
ら
選
定
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
東
京
・
永
田
町

駅
の
群
馬
県
の
ブ
ー
ス
に
も

本
町
関
連
の
Ｐ
Ｒ
資
料
が
置

い
て
あ
り
ま
す
。

所
管
と
の
質
疑

※
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
お
店
の

こ
と
。

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

　

水
防
演
習
（
中
止
）
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
面
積

を
含
め
て
町
が
ど
の
く
ら
い

占
用
す
る
か
の
問
題
で
、
現

在
国
交
省
と
協
議
中
。

宅
配
便
に
よ
る

小
型
家
電
の
回
収

　

小
型
家
電
回
収
の
協
定
を

結
ん
だ
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
㈱
で
は
、
３
辺

の
合
計
が
１
４
０
㎝
以
内
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
小
型
家
電
と

一
緒
に
パ
ソ
コ
ン
を
含
め
て

梱
包
す
る
と
、
20
㎏
以
内
な

ら
無
料
で
回
収
し
て
く
れ
ま

す
。

意
見
交
換

ふ
る
さ
と
納
税
と
今
後

の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
展
開
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

執
行
部
個
人
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
金
額
は
令
和
元

年
度
は
約
９
，６
０
０
万
円

だ
っ
た
の
が
令
和
２
年
度
は

約
２
億
７
，５
０
０
万
円
と
急

激
に
増
収
と
な
っ
て
い
て
、

町
外
の
方
が
寄
附
し
易
い
よ

う
ポ※

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
追
加

し
た
り
商
品
の
追
加
や
価
格

の
変
更
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

議
員
本
町
に
進

出
す
る
マ
ナ
ベ
イ

ン
テ
リ
ア
ハ
ー
ツ

の
商
品
は
返
礼
品

と
し
て
使
え
な
い

の
か
。

執
行
部
本
町
で

の
製
造
は
な
く
、

販
売
の
み
な
の
で

不
可
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し

利
根
川
河
川
敷
は

国
交
省
と
協
議
中

み
ど
り
ち
ゃ
ん
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
配
信
始
ま
る

東京・永田町駅に設置してある本町をPR
するブース（群馬県ブース）

不要なパソコンはありませんか
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文教民生常任委員会文教民生常任委員会
税務会計課／住民福祉課／健康子ども課／教育委員会税務会計課／住民福祉課／健康子ども課／教育委員会
開催日：令和３年９月10日開催日：令和３年９月10日

酒巻 広明（委員長）
橋本 博之（副委員長）
髙橋 祐二
川田 延明
森　 雅哉
橋本 和之

本
町
の
小
６
国
語

全
国
平
均
を
上
回
る

　

小
学
校
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
と
し
た
本
年
度

の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
い
て
、
全
国
に
比
べ

読
書
を
す
る

子
ど
も
が
多

く
い
る
が
、

Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム

を
す
る
時
間

が
長
く
、
家

庭
で
の
学
習

時
間
が
少
な

い
と
調
査
結

果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン

パ
ス
ポ
ー
ト

限
定
発
行

問
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

の
発
行
は
。

答
海
外
渡
航
予
定
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
み
の
方
の
み
対

象
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

問
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
北
側
駐
車
場
工
事
費
増

額
分
の
内
容
は
。

答
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

は
っ
き
り
と
出
入
口
が
わ
か

る
よ
う
に
、
木
杭
と
ト
ラ

ロ
ー
プ
及
び
反
射
材
を
追
加

し
ま
し
た
。

負
担
が
少
な
い

口
座
振
替

問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
決
済
手
数
料
は
。

答
町
が
負
担
す
る
ス
マ
ホ

及
び
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
決
済

手
数
料
は
１
件
57
円
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
は
10
円
に

な
り
ま
す
。

意
見
交
換

高
齢
者
向
け
の
各
種

教
室
・
事
業
に
つ
い
て

議
員
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

対
策
の
観
点
か
ら
自
宅
で
も

で
き
る
健
康
指
導
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
た
配
信
に
よ
る
事

業
の
実
施
を
す
る
考
え
は
。

執
行
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
月
に
一
回
程
度
、

健
康
情
報
を
手
紙
に
て
発
信

し
県
庁
の
ス
タ
ジ
オ
「
ツ
ル

ノ
ス
」
か
ら
配
信
さ
れ
る
自

宅
で
で
き
る
「
ぐ
ん
ま
ゆ
っ

た
り
体
操
」
や
健
康
体
操
を

放
送
す
る
テ
レ
ビ
番
組
の
情

報
を
知
ら
せ
普
及
啓
発
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢

者
の
医
療
と
介
護
の
一
体
化

事
業
と
し
て
健
康
状
態
不
明

者
の
自
宅
を
訪
問
し
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
し
て
い
ま

す
。議

員
転
倒
や
骨
折
を
防

止
す
る
に
は
散
歩
が
良
い
と

聞
く
が
町
と
し
て
取
組
む
考

え
は
。

執
行
部
保
健
セ
ン
タ
ー
で

年
間
を
通
じ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
（
一
万
歩
の
会
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ぐ
ん
ま
健
康
ポ
イ

ン
ト
制
度
と
し
て
群
馬
県
公

式
ア
プ
リ
「
Ｇ

－

Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ
＋
」
が
６
月
よ
り
新
た
な

事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
の
で
普
及
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

所
管
と
の
質
疑

駐
車
場
出
入
口
を

明
確
化

毎日歩いて健康づくり

総合保健福祉センター北側駐車場の出入口

群馬県公式アプリ
「G－WALK＋」

全国学力テスト結果
国語 算数・数学

小学６年生 上回る やや下回る
中学３年生 やや下回る やや下回る
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千
代
田
町
議
会
だ
よ
り

N
o.156

９
月
定
例
会

令
和
３
年
10月

25日
発
行

発
行
／
千
代
田
町
議
会
　
発
行
者
／
議
会
議
長
  柿
沼
己

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
370-0598　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
1895-1

TEL／
0276-86-2111（

代
）

議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、12月６日月～12月10日金の予定です

（一般質問は初日の午前９時からです）

Vol.6
将来を担う若者達

に聞きました！

議会広報編集委員会
委
員
長

大
澤　

成
樹

副
委
員
長

金
子　

浩
二

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

橋
本　

和
之

委

員

酒
巻　

広
明

委

員

原
口　
　

剛

委

員

橋
本　

博
之

今号の表紙　～赤岩渡船場を見守って～

　渡船場周辺の清掃と植栽整備し訪れた方に綺麗な景観
を楽しんでもらいたいと取組んでいる「赤岩渡船場の環
境美化ボランティア活動」の皆さんです。南側階段には
プランターを設置し季節に合った花を咲かせています。
今後は北側の植木を整え、植木の里の宣伝としてコケ玉
盆栽や壺庭などを考えています。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

❶子ども議会での経験を経て今は？
❷その後の３年で千代田町はどう変わりましたか？
❸今後、千代田町に期待することは？

将来の夢は「看護師」
 一番近くで患者さんに寄り添えるから

❶意見を相手に解りやすく伝え
るようになった。
❷コロナ禍に町民へのマスク配
布やワクチンの迅速な対応が
良かった。
❸西地区にも商業施設を誘致し
てほしい。（買物が不便。）

将来の夢は「西武鉄道の運転手」
 子どもの頃、祖父がよく連れて行ってくれたから

❶人前で発言することが得意に
なった。
❷良い意味で変わってない。
（変わらずジョイフル本田は
混んでいる。）
❸より快適に暮らせるように
公共交通機関の充実を望みま
す。

将来の夢は「医療研究者」
 一人でも多くの命を救いたい

❶まちのことに今まで以上に関
心を持つようになった。
❷まちの元気がなくなった（川
せがきが２年開催されなかっ
た。）
❸より快適な活動ができるよう
に公共交通機関の充実を望み
ます。（時刻表の見直し等。）

「子ども議会」参加者
　「将来を担う若者達」は、３年前に実施した「子ど
も議会」に参加した皆様をご紹介します。
　今回は、12人の内の３人にご協力をいただきました。

亀
かめ

山
やま

  友
ゆ

希
き
さん

（福島在住）

宗
むね

川
かわ

  岳
がく

叶
と
さん

（萱野在住）

藤
ふじ

本
もと

  菜
な

乃
の

花
か
さん

（赤岩在住）

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

あなたの声で
議会が変わる 　読んでもらえる議会だより「大河」を目指して、広報編集

委員会が議会だよりの作成に取組んでいます。これから
も町民の声を聴き、大河で届けていきます。町内で議員の
インタビューを見かけたら、ご協力よろしくお願いします。

あなたの声を
ご意見・ご感想
どんなことでも

議会を傍聴される方への注意事項
・手洗いや手指消毒液の使用
・マスクの着用
　なお、次のような症状がある場
合は、入場をお断りすることがあ
ります。
・風邪の症状がある。
・37.5度以上の発熱がある。
・咳が出る。

Q&A
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